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革新的計測・評価技術開発によるライフイノベーション創生
─レギュラトリーサイエンス推進拠点の形成─

地域イノベーション戦略

　神奈川の持つ知的資源と産業の集積を生かし、国際競争力を生み出す科学技術基盤の構築と
技術シーズの実用化展開、先端的研究開発をリードする人材の育成により、世界に通用する革新
的な医薬品・医療機器の開発や新たな健康関連産業を創出するライフサイエンス分野の実用化開
発拠点を形成し、我が国の国際競争力向上を図りながら持続的経済成長を牽引します。

事業の内容

【全体計画及び成果】
1．全体計画
　地域イノベーション戦略実現に向けて、科学的根拠（エビデン
ス）を基にライフサイエンス分野の製品等の有効性・安全性を
明らかにする革新的な計測・評価法を開発し、信頼性、有効性、
優位性を研究機関、大学等と協力して検証することにより、デ
ファクトスタンダードとなる計測・評価法を確立します。

2. 平成25年度の成果
　主な研究成果としては、脂質膜の自動形成法の開発や各種
評価技術が進展しており、更に実用化に向け、コーディネータと
連携して膜タンパク質電気計測用デバイスチップのプロトタイプ
を製作し、展示会に出展するなど、技術移転活動も積極的に
行っています。人材育成においては、体系的なカリキュラムや
e-Learning編成に着手し、教育講座として実施しました。また、
機器の共用化についても、設備利用時間は順調に推移しており、
企業支援に活かされています。

【実施する支援メニュー】
地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
（実施機関：KAST、北里大学）
　評価・計測技術の推進と医療・健康関連産業の創出に
必要な研究開発を行う人材を集積します。

地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラ
ムの開発及び実施（実施機関：KAST、横浜国立大学）
　医薬品、医療機器、健康関連製品の開発や商品化に資
する人材を育成します。

大学等の知のネットワークの構築（実施機関：KAST）
　医療ニーズとシーズのマッチング、企業の異分野参入
支援、知財支援を推進し、コーディネート機能を発展さ
せます。

地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化
（実施機関：KAST）
　4大学（慶應大/早稲田大/東工大/東大）で構成するコン
ソーシアム所有の機器や、神奈川県やKASTが開発した装
置を開放し、地域企業における新技術の実用化や事業化
を支援します。

●国際競争力強化地域（平成25年～29年度）

神奈川国際ライフサイエンス
実用化開発拠点

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…神奈川県経営者協会、神奈川県中小企業団体中央会
学…北里大学、横浜国立大学、横浜市立大学、
　　実験動物中央研究所、
　　神奈川科学技術アカデミー（KAST）、
　　理化学研究所横浜事業所、
　　木原記念横浜生命科学振興財団、川崎市産業振興財団
官…神奈川県、横浜市、川崎市
金…横浜銀行

　神奈川県工業試験所に入所以来、平成２３年３月神奈川県産業技術センターを

退職するまで一貫して計測・評価の技術支援や産学公連携による企業支援業務

に従事しました。平成１７年神奈川R&D推進協議会を発足させ、参加する大企業、

中小企業、大学及び公的機関の連携をコーディネートするなど、現職のKAST専務

理事職を含めて神奈川の産学公連携を推進します。

略歴：昭和４９年 神奈川県工業試
験所に入所。神奈川県産業技術セ
ンター副所長、所長を歴任、現在
公益財団法人神奈川科学技術アカ
デミーの専務理事に就任。

プロジェクトディレクター

馬 飼 野 　 信 一

地域イノベーション戦略

　子どもが個の才能を発揮しながら、健やかに育つとともに、高齢者がいきいきと暮らせる「健や
かな少子高齢化社会」の実現に貢献する、将来的にも国際的にも魅力のあるライフサイエンスク
ラスターの形成を目指します。
　構想の実現にあたり、地域の大学等の「知」と、ものづくり企業の「技」、これまでの「取り組み
成果」を総結集し、産学金官の各機関と地域社会が一体となって取り組みます。

　「広汎性発達障害、認知症、生活習慣病・がんといえば北陸」を実現し、地域外

から「人材」「技術・製品・施設」「資金」が自立的・持続的に集積する世界的モデ

ルを目指します。目標達成のため、研究者の集積による開発強化、研究開発成果

等の事業化加速及び、国際化推進の強化により、参画企業の増大とシナジー効果

創出のため産学官金との連携を中心にした活動に取り組みます。

略歴：平成２４年１２月まで、三菱
電機北陸支社事業推進部長等を
歴任し、病院向け医療システム
等に携わる。博士（工学）及び
MBA。

プロジェクトディレクター

福 井 　 幸 博

子どもが個の才能を発揮し、高齢者がいきいきと暮らせる
国際的ライフサイエンスクラスターの形成

事業の内容

【全体計画及び成果】

　北陸地域のクラスター形成のため、「広汎性発達障害」、「認

知症」、「がん・生活習慣病」を対象に、バイオ医薬品や機能性

食品、医療機器分野において地域の産学官金を結集し、シナ

ジー効果により新事業を生み出す活動を行っています。

 

　また、コーディネート活動の一環として、以下の取組みも行っ

ています。

・人材育成：北陸地域で行う事業が体系的な取組となるよう、

　プログラム作成を支援しています。

・設備・機器の共用化：北陸地域のライフサイエンス関連の

　研究開発に利用可能な共用設備・機器をホームページ等で

　紹介しています。

【実施する支援メニュー】

１．地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積

　（実施機関：富山大学、富山県立大学、金沢大学、北陸先端

　 科学技術大学院大学、金沢医科大学、福井大学、若狭湾エ   

　 ネルギー研究センター）

　　10件の研究開発テーマで研究者を招へいし、研究開発を

　  促進しています。

２．大学等の知のネットワークの構築

　（実施機関：一般財団法人北陸産業活性化センター）

　　 地域のテクノマップの作成、競争的外部資金の獲得強化、

　 研究開発の進捗管理や事業化への橋渡しに関して中心的な

　 役割を果たしています。また、スイス・バーゼル地区、韓国大

　  邱・原州地域等との連携により新事業創造も図っています。

●国際競争力強化地域（平成25年～29年度）

健やかな少子高齢化社会の構築をリードする
北陸ライフサイエンスクラスター

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…富山県薬業連合会、
　　石川県鉄工機電協会、
　　福井県眼鏡協会 他
学…富山大、富山県立大、
　　金沢大、金沢医大、福井大、
　　北陸先端科学技術大学院大
官…富山県、石川県、福井県   ほか
金…北陸銀行、北國銀行、福井銀行   ほか
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新薬の開発に役立つチップ


